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「第４章 対象論」「第５章 主体論」「第６章 政策論」「第
７章 法制論」「第８章 行財政論」「第９章 供給論」「第
10 章 運営管理論」「第 11 章 支援論」「第 12 章 権利保
障論」の流れで論じられており，最後に「おわりに」で
締め括っている．それぞれの章は読者が関心のあるとこ
ろから読み進めてもほとんど違和感を覚えることなく，
著者の人間観にふれることができる．
　つぎに本書をたどっていくと気づくことになる，形式
面についていくつかの特色を指摘しておこう．第１に，
全体にわたって，本書がどのような構成になっているか
についての親切なガイダンスを付していることである．
序論では社会福祉学を構築するための方法や社会福祉学
としての大切な役割，学んでほしいことなどが述べられ
ている．序論に続く第１章では“社会福祉の全体像”が
図示され，その構成要素が各章で系統立てて説明されて
いく．しかも各章の扉にはその章を読むことで何を学べ
るのかについての要約解説がつけられており，社会福祉
の構成要素を理解する一助となる．また，「おわりに」
では本書の活用方法についての教育サイドへの提案がな
されている．この提案から，思わず心の中で「なるほど」
と呟けるし，コミュニケーションを交わした感じを受け
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られる．
　第２に，本書の第３章の歴史論および第５章の主体論
以外の各章・各所では図表を多用していることである．
先述した部分と重なるが，第１章の原理論のなかの「社
会福祉の全体像」（p.52），第 6章の政策論のなかの「社
会政策の全体像」（p.135），第 11 章の支援論のなかの「ソ
ーシャルワークの全体像」（p.264）など，これらは著者
のオリジナルで作図されたものであり，いずれも鳥瞰的
に把握できるよう工夫されている．その他の図表に関し
ても，文言だけでは読み取りにくい箇所でタイミングよ
く適宜挿入されている．このように視角に訴えてくるも
のがあることは学ぼうという気持ちを盛り立ててくれる
ので，読み手にとって大いに助けとなる．
　第３に，読み手にわかりやすく伝わりやすいように豊
富な見出しを設けていることである．たとえば，第６章
の政策論の第５節だけを取り上げてみても，「１ 社会福
祉政策の公理」として，⑴不運への配慮，⑵最悪さ（緊
急度）への対応，⑶当事者の立場と尊重，⑷必要と貢献
のバランスをあげ，社会福祉政策には当事者の立場性，
人間の感受性，倫理と正義がその根底にあることを説い
ている．また，「２ 社会福祉政策の原理」として，⑴格
差原理，⑵参加と承認の原理，⑶責任対応的優先原理，
⑷積極的正義の原理をあげ，正義を根拠に置く社会福祉
政策が策定されるべきであると説いている．このように，
区切りがよい，ほどよい説明量となっていて，決して冗
長な文章とはなっておらず，読者が理解しやすくなるよ
う配列した上で説明している．
　第４に，コラムによる文献の解題・考察を行い，それ
と福祉との関連性について紹介していることである．コ
ラム１～４までの全部で４つあるが，なかでも評者が惹
かれたのはコラム３である．『小公女』を題材として，「本
当に大切なものを分かち合う人間の美しさ」とは何であ
るかが述べられている．その場面はDVDでも視聴可能
であり，実際に鑑賞してみたところ，正直，社会福祉と
いうものを後生に託せる可能性を秘めていると思えた．
2011 年度のある授業の中で評者は教材として使わせて
いただいたが，提出レポートを通して受講者からの反響，
手応えが認められた．
　なお，蛇足ながら序論と第Ⅰ部と第Ⅱ部の扉には，デ
リダ，ウィトゲンシュタイン，シンガーといった巨匠の
名言が引用されており，著者の想いを伝えようとされる
熱い想いが見て取れる．
　最後に，評者の立場から著者に対して厚かましくリク
エストが許されるならば，次の点を申し上げたい．第１
に，図表が豊富なので，図表一覧の目次があると便利で
あるということ．第２に，各章の最初か最後の頁に，覚
えるべきキーワードのリストの掲載，もしくは用語解説
を巻末に別立てしてあると重宝するということ．以上の
２点である．
　本書はこれからの社会福祉（学）を語り，考え，実行
していく上で欠くことのできない一書である．著者の言
明は傾聴に値するものであり，社会福祉に関わるすべて
の研究者，実践家，そして学生に一読を勧めたい．
